
経
済
総
務
委
員
会

件　　　　　　　　　　　　名 審議結果

会　派　名
自
民
党

共
産
党

民
主
･
都

公
明
党

京
都
党

み

・

無

２５　年　度
予 算 案

特別会計（母子寡婦福祉資金貸付事業、地域水道、京北地域水道、特定環境保全公共下水道、中央卸売市場第一市場、中
央卸売市場第二市場・と畜場、農業集落排水事業、雇用対策事業、土地区画整理事業、土地取得、市公債、市立病院機構
病院事業債）、公営企業会計（公共下水道事業、高速鉄道事業）

可 　 　 決
　[付帯決議

２面参照]
特別会計（基金）

特別会計（国民健康保険事業、介護保険事業、後期高齢者医療、駐車場事業）、公営企業会計（水道事業、自動車運送事
業）

一般会計

２4　年　度
補正予算案

特別会計（国民健康保険事業、介護保険事業、地域水道、京北地域水道、特定環境保全公共下水道、中央卸売市場第二市
場・と畜場、雇用対策事業、土地区画整理事業、基金） 可 　 　 決
一般会計、特別会計（土地取得）

条 例
制 定 案

新型インフルエンザ等対策本部条例、地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるための関係
法律の整備に関する法律等の施行に伴う関係条例の整理に関する条例、道路構造条例、道路標識等に関する条例、準用河
川に設置する河川管理施設等の構造の基準に関する条例、高齢者、障害者等の移動等の円滑化に必要な道路の構造及び特
定公園施設の設置の基準に関する条例、公共施設等整備管理基金条例 可 　 　 決

地方独立行政法人京都市産業技術研究所評価委員会条例

条 例
改 正 案

特別職職員退職手当支給条例等、無鄰菴条例、ふるさと納税基金条例、横大路運動公園条例、中央卸売市場業務条例、衛
生関係手数料条例、児童福祉センター条例、子ども医療費支給条例、母子家庭等医療費支給条例、障害者スポーツセン
ター条例、障害者教養文化・体育会館条例、道路の位置の指定の基準の特例に関する条例、道路占用料条例、公共下水道
事業条例及び特定環境保全公共下水道条例、文化事業基金条例、社会福祉奨学基金条例、地区計画の区域内における建築
物等の制限に関する条例、市営住宅条例、緑化・公園管理基金条例、市長等の給与の額の特例に関する条例

可 　 　 決
　[付帯決議
２面参照]職員定数条例、職員給与条例等、職員退職手当支給条例等、京都会館条例、文化会館条例、美術館条例、宝が池公園運動

施設条例、体育館条例、武道センター条例、男女共同参画センター条例、保育所条例、児童館及び学童保育所条例、共葬
墓地条例、健康増進センター条例、都市公園条例、観光駐車場条例、水道事業条例、疏水の水の使用に関する条例、地域
体育館条例、市民スポーツ会館条例

職員厚生会条例
修正案 可 　 　 決

　[付帯決議
２面参照]修正部分を除く原案

条例廃止案 産業技術研究所条例、高速鉄道事業基金条例 可 　 　 決

そ の 他 の
議 案

指定管理者の指定（京都会館）、指定管理者指定（児童療育センターの一部）、包括外部監査契約の締結、市道路線の認
定、市道路線の廃止、訴えの提起（裁判上の和解を含む。）、和解 可 　 　 決
関西広域連合規約の変更に関する協議、地方独立行政法人京都市産業技術研究所定款の制定

固定資産評価審査委員会委員の選任 ４件、京都府公安委員会委員の推薦
同 　 　 意

副市長の選任 、教育委員会委員の任命

人権擁護委員の推薦　５件 可と認める

議 員 提 出
議 案

市会会議規則の一部改正、市会委員会条例の一部改正（2件）、市会議員の議員報酬の額の特例に関する条例の一部改正、
我が国の優れた国民皆保険制度の恒久的堅持を求める意見書、ブラッドパッチ療法の保険適用及び脳脊髄液減少症の診
断・治療の推進を求める意見書、患者数が特に少ない希少疾病用医薬品（ウルトラ・オーファンドラッグ）の開発促進・
支援のための法整備等を求める意見書、東日本大震災の被災者への住宅支援等に関する意見書、中小企業の再生・活性化
策の充実・強化を求める意見書

可 　 　 決
[意見書

下欄参照]
政務調査費の交付に関する条例の一部改正、生活保護基準の見直しに関する意見書、次代を担う若者世代支援策を求める
意見書、ＴＰＰ協定交渉を慎重に進めることを求める意見書

生活保護基準を引き下げるとの政府方針の撤回を求める意見書、東日本大震災の被災者に対する公営住宅等の支援に関す
る意見書、中小企業の再生・活性化策の充実・強化を求める意見書、ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉への参加をしない
よう求める意見書、雇用の安定と就労条件の改善に関する決議 否 　 　 決

京都市厚生会事業に関する決議

2月定例会の
審議結果

（7） （6）

２月定例会で審議した市長提出議案105件、議員提出議案19件の審議結果は、次のとおりです。
� （○＝賛成、×＝反対）
自民党＝自由民主党京都市会議員団（22人）� 共産党＝日本共産党京都市会議員団（15人）
民主･都＝民主・都みらい京都市会議員団（13人）� 公明党＝公明党京都市会議員団（12人）
京都党＝地域政党京都党京都市会議員団（４人）� み・無＝みんなの党・無所属の会（２人）（　）内は３月27日現在の議員数
※会期末時点の会派を記載しています。

意
見
書〔
要
旨
〕

京都市会だより

委員会の新体制が決まりました！

常
設
の
委
員
会
で
、
条
例
な
ど
の
議
案
や
請
願
・
陳
情
の
審
査
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
が
担
当
す
る
市
の
事
務
に
関
す
る
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

常
任
委
員
会

◎
△
加
藤　

盛
司
（
自
民
・
中
京
）

○
△
井
坂　

博
文
（
共
産
・
北
）

○
△
山
本
ひ
ろ
ふ
み
（
民
主
・
伏
見
）

○
△
湯
浅　

光
彦
（
公
明
・
右
京
）

　

△
吉
井
あ
き
ら
（
自
民
・
山
科
）

　

△
加
藤　

あ
い
（
共
産
・
左
京
）

　
　

桜
井　

泰
広
（
自
民
・
左
京
）

　
　

椋
田　

隆
知
（
自
民
・
南
）

　
　

山
本　

恵
一
（
自
民
・
北
）

　
　

と
が
し　

豊
（
共
産
・
左
京
）

　
　

西
村　

善
美
（
共
産
・
右
京
）

　
　

青
木
よ
し
か
（
民
主
・
右
京
）

　
　

片
桐　

直
哉
（
民
主
・
北
）

　
　

青
野　

仁
志
（
公
明
・
中
京
）

　
　

平
山
よ
し
か
ず
（
公
明
・
西
京
）

　

３
月
22
日
の
本
会
議
で
常
任
委

員
会
及
び
市
会
運
営
委
員
会
の

委
員
を
選
任
し
、
本
会
議
後
に
開

会
し
た
合
同
委
員
会
で
正
副
委
員

長
の
互
選
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

4
月
19
日
に
市
会
改
革
推
進
委
員

会
の
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。
各

委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◎
＝
委
員
長 

○
＝
副
委
員
長 

△
＝
理
事

 

市
会
内
部
の
連
絡
交
渉
な
ど
の
た

め
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
本
会

議
の
議
事
運
営
を
は
じ
め
会
議
規
則
、

議
長
の
諮
問
事
項
そ
の
他
市
会
の
運

営
に
つ
い
て
協
議
を
し
ま
す
。

※　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
地
域

政
党
京
都
党
京
都
市
会
議
員
団
の

佐
々
木
た
か
し
議
員
が
参
加
。

市
会
運
営
委
員
会

（
定
数
15
人
）

◎
井
上
け
ん
じ
（
共
産
・
南
）

○
津
田　

大
三
（
自
民
・
中
京
）

○
ひ
お
き
文
章
（
公
明
・
北
）

　

小
林　

正
明
（
自
民
・
北
）

　

富　

き
く
お
（
自
民
・
山
科
）

　

橋
村　

芳
和
（
自
民
・
伏
見
）

　

山
本　

恵
一
（
自
民
・
北
）

　

井
坂　

博
文
（
共
産
・
北
）

　

と
が
し　

豊
（
共
産
・
左
京
）

　

今
枝　

徳
蔵
（
民
主
・
下
京
）

　

片
桐　

直
哉
（
民
主
・
北
）

　

山
岸
た
か
ゆ
き
（
民
主
・
伏
見
）

　

平
山
よ
し
か
ず
（
公
明
・
西
京
）

　

村
山　

祥
栄
（
京
都
・
左
京
）

（
所
管
）

行
財
政
局
、
総
合
企
画
局
、
産
業
観
光
局
、
会
計
管
理
者
、
選

挙
管
理
委
員
会
、
人
事
委
員
会
及
び
監
査
委
員
の
所
管
に
属
す

る
事
項
並
び
に
他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
し
な
い
事
項

（
定
数
14
人
）

く
ら
し
環
境
委
員
会

◎
天
方　

浩
之
（
民
主
・
西
京
）

○
田
中　

明
秀
（
自
民
・
西
京
）

○
大
道　

義
知
（
公
明
・
南
）

　

桜
井　

泰
広
（
自
民
・
左
京
）

　

寺
田　

一
博
（
自
民
・
上
京
）

　

椋
田　

隆
知
（
自
民
・
南
）

　

西
野
さ
ち
子
（
共
産
・
伏
見
）

宮
田
え
り
こ
（
共
産
・
山
科
）

山
中　
　

渡
（
共
産
・
下
京
）

鈴
木
マ
サ
ホ
（
民
主
・
左
京
）

宮
本　
　

徹
（
民
主
・
右
京
）

久
保　

勝
信
（
公
明
・
山
科
）

吉
田　

孝
雄
（
公
明
・
上
京
）

清
水
ゆ
う
子
（
無
所
属・
伏
見
）

（
所
管
）

環
境
政
策
局
及
び
文
化
市
民
局
の
所
管
に
属
す
る
事
項

（
定
数
14
人
）
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２
月
定
例
会
で
は
、
意
見
書
８
件

（
い
ず
れ
も
国
へ
の
要
望
）
を
可
決
し
、

内
閣
総
理
大
臣
な
ど
、
関
係
機
関
に
提

出
し
ま
し
た
。
（
審
議
結
果
は
上
記
参

照
。
全
文
は
市
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
御

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
）

我
が
国
の
優
れ
た
国
民
皆
保
険
制
度
の
恒

久
的
堅
持
を
求
め
る
意
見
書

　

国
民
皆
保
険
制
度
の
恒
久
的
堅
持
は
も
と

よ
り
、
所
得
差
に
よ
っ
て
内
容
が
変
わ
る
よ

う
な
、
医
療
の
営
利
産
業
化
を
招
く
こ
と
が

な
い
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
の
保
険
適
用
及
び

脳
脊
髄
液
減
少
症
の
診
断
・
治
療
の
推
進

を
求
め
る
意
見
書

１ 　

ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
の
治
療
基
準
を

速
や
か
に
定
め
、
早
期
に
保
険
適
用
と
す

る
こ
と
。

２ 　

「
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
診
断
・
治
療
の

確
立
に
関
す
る
研
究
」
を
平
成
25
年
度
以

降
も
継
続
し
、「
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」の

早
期
作
成
と
共
に
、
子
ど
も
に
特
化
し
た

研
究
及
び
周
辺
病
態
の
解
明
を
行
う
こ
と
。

３ 　

脳
脊
髄
液
減
少
症
の
実
態
調
査
を
実
施

し
、
患
者
・
家
族
に
対
す
る
相
談
及
び
支

援
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
。

４ 　

ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
に
関
す
る
「
先
進

医
療
」
認
定
施
設
の
増
設
に
努
め
る
こ
と
。

患
者
数
が
特
に
少
な
い
希
少
疾
病
用
医
薬
品

（
ウ
ル
ト
ラ・オ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ッ
グ
）の
開
発
促

進・支
援
の
た
め
の
法
整
備
等
を
求
め
る
意
見
書

１ 　

患
者
数
が
特
に
少
な
い
希
少
疾
病
用
医

薬
品
（
ウ
ル
ト
ラ
・
オ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ッ

グ
）
の
開
発
を
促
進
・
支
援
す
る
た
め
の

法
整
備
を
行
う
こ
と
。

２ 　

希
少
疾
病
に
関
す
る
研
究
事
業
の
更
な
る

充
実
強
化
と
継
続
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

３ 　

希
少
疾
病
用
医
薬
品
の
早
期
承
認
と
医

療
費
補
助
を
含
む
患
者
負
担
軽
減
の
た
め

の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

生
活
保
護
基
準
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

　

一
部
で
見
ら
れ
る
低
所
得
者
と
生
活
保
護

世
帯
の
逆
転
現
象
の
解
消
は
必
要
で
あ
る
が
、

社
会
で
確
立
さ
れ
る
よ
う
、
関
連
す
る
法

整
備
や
仕
事
、
家
庭
、
育
児
を
持
続
可
能

と
す
る
環
境
づ
く
り
を
強
力
に
推
進
す
る

こ
と
。

４ 　

上
記
課
題
を
総
合
的
に
取
り
組
む
体
制

を
整
備
し
、
若
年
雇
用
対
策
を
国
家
戦
略

と
し
て
具
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
を
慎
重
に
進
め
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書

　

Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
、
ラ
チ
ェ
ッ
ト
規
定
な
ど
に

留
意
し
、
情
報
開
示
、
国
民
的
議
論
及
び
国

益
に
関
す
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
い
う
３
条
件

を
満
た
す
こ
と
。 　

　

ま
た
、
国
民
に
対
し
、
説
明
責
任
を
果
た

す
よ
う
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
交
渉
は
く

れ
ぐ
れ
も
慎
重
に
進
め
る
こ
と
。

真
に
援
助
が
必
要
な
受
給
者
へ
の
給
付
の
削
減

だ
け
で
は
な
く
、
低
所
得
者
全
体
へ
の
影
響
が

大
き
い
生
活
保
護
基
準
の
引
下
げ
は
、
現
時
点

に
お
け
る
物
価
や
社
会
経
済
情
勢
な
ど
を
総
合

的
に
勘
案
し
、
見
直
し
に
よ
る
影
響
を
慎
重
に

検
討
し
、
実
行
す
る
べ
き
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
へ
の
住
宅
支
援

等
に
関
す
る
意
見
書

１�　

現
在
３
年
と
さ
れ
て
い
る
応
急
仮
設
住

宅
の
供
与
期
間
に
つ
い
て
、
被
災
地
に
お

け
る
復
興
住
宅
の
整
備
に
は
、
な
お
数
年

を
要
す
る
と
い
う
状
況
に
鑑
み
、
被
災
者

の
精
神
的
苦
痛
や
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
複
数
年
に
わ
た
る
供
与
期
間

の
延
長
を
行
う
こ
と
。

２�　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
に
起
因
し
、
避
難
し
て
い
る
被
災
者
を

支
援
す
る
た
め
、
速
や
か
に
支
援
対
象
地

域
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
「
原
発
事

故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
」
第
９
条
に

規
定
す
る
移
動
先
（
避
難
先
）
に
お
け
る

住
宅
の
確
保
に
関
す
る
施
策
を
早
急
に
講

じ
る
と
同
時
に
、
住
民
票
を
移
動
先
に
移

さ
れ
て
い
る
方
々
に
も
、
国
が
当
該
自
治

体
と
連
携
を
し
、
必
要
な
情
報
、
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
。

中
小
企
業
の
再
生
・
活
性
化
策
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書

１�　

全
国
的
な
中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
と
共
に
、
認
定
支
援
機
関
の
整

備
を
図
る
な
ど
、
総
合
的
、
か
つ
、
き
め

の
細
か
い
経
営
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
中
小
企
業
へ
の
周
知
徹
底
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

２�　

地
域
の
金
融
機
関
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
能
力
及
び
支
援
体
制
を
強
化
し
、
中
小

企
業
の
経
営
改
善
を
図
る
こ
と
。

次
代
を
担
う
若
者
世
代
支
援
策
を
求
め
る
意
見
書

１ 　

環
境
や
医
療
・
介
護
、
農
業
、
観
光
と

い
っ
た
新
成
長
産
業
分
野
を
は
じ
め
、
産

業
全
体
に
お
け
る
雇
用
創
出
策
を
集
中
的

に
行
う
こ
と
。

２ 　

正
規
・
非
正
規
の
処
遇
格
差
の
解
消
を

進
め
、
厚
生
年
金
や
健
康
保
険
問
題
も
含

め
、
非
正
規
で
も
一
定
の
生
活
が
で
き
る

よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。

３ 　

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
が

交
通
水
道
消
防
委
員
会

◎
下
村
あ
き
ら
（
自
民
・
下
京
）

○
北
山
た
だ
お
（
共
産
・
山
科
）

○
中
島　

拓
哉
（
京
都
・
南
）

　

繁　
　

隆
夫
（
自
民
・
伏
見
）

　

西
村　

義
直
（
自
民
・
西
京
）

　

山
元　

あ
き
（
自
民
・
右
京
）

　

倉
林　

明
子
（
共
産
・
中
京
）

西
村　

善
美
（
共
産
・
右
京
）

隠
塚　
　

功
（
民
主
・
左
京
）

小
林
あ
き
ろ
う
（
民
主
・
上
京
）

山
本
ひ
ろ
ふ
み
（
民
主
・
伏
見
）

津
田　

早
苗
（
公
明
・
伏
見
）

湯
浅　

光
彦
（
公
明
・
右
京
）

（
所
管
）

消
防
局
、
交
通
局
及
び
上
下
水
道
局
の
所
管
に
属
す
る
事
項

（
定
数
13
人
）

市
会
が
採
択
し
た
請
願

○
大
型
ス
ー
パ
ー
建
設
の
指
導

　

２
件�

〔
上
京
区
〕

○
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
の
指
導

　

３
件�

〔
北
区
〕

教
育
福
祉
委
員
会

◎
中
川　

一
雄
（
自
民
・
伏
見
）

○
玉
本
な
る
み
（
共
産
・
北
）

○
松
下　

真
蔵
（
民
主
・
山
科
）

　

大
西　
　

均
（
自
民
・
左
京
）

　

髙
橋
泰
一
朗
（
自
民
・
伏
見
）

　

中
村
三
之
助
（
自
民
・
上
京
）

　

吉
井
あ
き
ら
（
自
民
・
山
科
）

加
藤　

あ
い
（
共
産
・
左
京
）

河
合
よ
う
こ
（
共
産
・
西
京
）

中
野　

洋
一
（
民
主
・
東
山
）

井
上　

教
子
（
公
明
・
下
京
）

国
本　

友
利
（
公
明
・
左
京
）

佐
々
木
た
か
し
（
京
都
・
中
京
）

森
川　
　

央
（
無
所
属
・
西
京
）

（
所
管
）

保
健
福
祉
局
及
び
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項

（
定
数
14
人
）

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

◎
青
野　

仁
志
（
公
明
・
中
京
）

○
島
本　

京
司
（
自
民
・
南
）

○
青
木
よ
し
か
（
民
主
・
右
京
）

　

井
上
与
一
郎
（
自
民
・
右
京
）

　

内
海　

貴
夫
（
自
民
・
東
山
）

　

加
藤　

盛
司
（
自
民
・
中
京
）

　

岩
橋
ち
よ
み
（
共
産
・
右
京
）

　

く
ら
た
共
子
（
共
産
・
上
京
）

　

樋
口　

英
明
（
共
産
・
左
京
）

　

安
井
つ
と
む
（
民
主
・
伏
見
） 

　

曽
我　
　

修
（
公
明
・
伏
見
）

谷
口　

弘
昌
（
公
明
・
伏
見
）

江
村　

理
紗
（
京
都
・
右
京
）

（
所
管
）

都
市
計
画
局
及
び
建
設
局
の
所
管
に
属
す
る
事
項

（
定
数
14
人 

欠
員
1
名
）

議
会
機
能
の
充
実
・
強
化
及
び
「
開
か
れ
た
市
会
」
の
よ
り

一
層
の
推
進
を
図
る
べ
く
、
議
員
に
よ
る
協
議
・
調
整
の
場

と
し
て
、市
会
改
革
に
向
け
た
様
々
な
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
会
改
革
推
進
委
員
会

◎
寺
田　

一
博
（
自
民
・
上
京
）

○
加
藤　

あ
い
（
共
産
・
左
京
）

○
山
本
ひ
ろ
ふ
み
（
民
主
・
伏
見
）

○
湯
浅　

光
彦
（
公
明
・
右
京
）

　

加
藤　

盛
司
（
自
民
・
中
京
）

　

田
中　

明
秀
（
自
民
・
西
京
）

　

津
田　

大
三
（
自
民
・
中
京
）

　

富　

き
く
お
（
自
民
・
山
科
）

山
本　

恵
一
（
自
民
・
北
）

吉
井
あ
き
ら
（
自
民
・
山
科
）

井
坂　

博
文
（
共
産
・
北
）

樋
口　

英
明
（
共
産
・
左
京
）

西
村　

善
美
（
共
産
・
右
京
）

青
木
よ
し
か
（
民
主
・
右
京
）

片
桐　

直
哉
（
民
主
・
北
）

鈴
木
マ
サ
ホ
（
民
主
・
左
京
）

青
野　

仁
志
（
公
明
・
中
京
）

平
山
よ
し
か
ず
（
公
明
・
西
京
）

吉
田　

孝
雄
（
公
明
・
上
京
）

江
村　

理
紗
（
京
都
・
右
京
）

（
定
数
20
人
）


